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出
前
講
座
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
出
前
講
座
と
は
、
希
望
す
る
内

容
（
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
選
ん
で

申
し
込
み
（
注
文
）
を
す
る
と
、
市

役
所
の
各
担
当
課
が
職
員
を
講
師
と

し
て
派
遣
（
出
前
）
し
、
職
場
で
の

集
会
や
地
域
の
集
ま
り
、
サ
ー
ク
ル

活
動
の
場
な
ど
で
、
専
門
知
識
を
生

か
し
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
も

出
前
講
座
っ
て

              

な
あ
に
？

テーマ 開催回数 出席人数
伊賀市地域防災計画について 　  　7        290
上野歴史民俗資料館の説明 　  　1          41
城之越遺跡の説明 　  　2        132
初瀬街道沿いの文化財の説明 　  　1          15
伊予之丸古墳の説明 　  　1          25
伊賀市の都市計画のしくみ～伊賀市の土
地利用制度の見直しにあたって～  　 　2          33

普通救命講習Ⅰ    　91     1,737
普通救命講習Ⅱ   　　3          70
上級救命講習 　  　7        109
救命入門コース  　  19        546
救急訓練（救急法・AED取り扱い）    　49     2,207
防火・防災訓練     159   17,246
防火・防災講話    　15        332
避難・通報・消火訓練  　  86     7,140
水防訓練   　　1          70
健康づくり出前講座     244     5,664

合　計     688 35,657

　昨年は年間 35,657 人の皆さんに出前講座を利用してい
ただきました。

▲出前講座開催実績（平成 24年度）

の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
と

お
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
発
的

な
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
し
、
ま
た
、

市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
出
前
講
座
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。「
次
の
集
会

で
は
何
を
し
よ
う
か
な
ぁ
」「
○
○

に
つ
い
て
学
び
た
い
」
な
ど
と
お
考

え
の
人
は
、
出
前
講
座
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

学びたい
聴
き
た
い

知
り
た
い

お
届
け
し
ま
す
！

出
前
講
座
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出前講座
その１

　
６
月
６
日
㈭
、
老
人
ク
ラ
ブ
ゆ
っ
く
り
会
か

ら
の
依
頼
で
、
健
康
推
進
課
が
認
知
症
予
防
に

つ
い
て
の
出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
徳
永
保
健
師
は
、「
認
知
症
は
脳
の

病
気
で
す
。
単
な
る
物
忘
れ
と
は
違
い
ま
す
。

昨
日
の
夕
飯
に
何
を
食
べ
た
か
思
い
出
せ
な
い

の
は
健
康
な
物
忘
れ
。
食
べ
た
か
ど
う
か
を
覚

え
て
い
な
い
の
が
認
知
症
で
す
。」
と
話
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
お
茶
な
ど
の
水
分
を
よ
く
飲
む
よ
う

に
し
て
い
る
か
、
か
ら
だ
を
動
か
す
の
が
好
き

か
な
ど
、
20
の
質
問
項
目
に
答
え
て
も
ら
い
、

あ
て
は
ま
る
も
の
が
多
い
ほ
ど
認
知
症
に
な
り

に
く
い
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
健
康
推
進
課
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
健
康
増
進
、
介
護
予
防
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
健
康
に
関
す
る
出
前
講
座
を
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

▲「認知症の予防には血圧管理も大切。血
　圧を測っていますか」と問いかけ、さら
　に食事や水分をしっかり取ることも大切
　ですと説明しました。

※出前講座の申込先などについては、５ページをご覧ください。

認知症予防（健康推進課）

笑
っ
て
楽
し
く
健
康
を
学
ぶ▲この日は、70～ 80歳代を中心とした22

　人の男女が参加し、保健師のユーモアを交
　えた説明に、笑ったり、うなづいたりして
　１時間あまりの時をすごしました。

▲

あとだしじゃんけん
　ゲーム（講師とじゃ
　んけんをして、負け
　る手・勝つ手をあと
　から出すゲーム）を
　する参加者の皆さん

出前講座利用者の声

▲西条いきいきサロン
　代表　阪口　愼一さん

　

　府中地区にある西条では、地域の老人会
と自治会の会員を対象として、毎月 1回、
西条公民館などで、西条いきいきサロンを
開いています。７月６日㈯には、転倒予防
などをテーマに健康推進課の保健師を講師
に招き、31人が参加しました。
　西条で毎月行っているいきいきサロンの
講話の中で、出前講座として特に人気があっ
たのは、「メタボ対策」や「歯の健康について」
などで、健康についての関心が高く、講話
だけでなく、実際に体を動かすことも皆さ
んに喜んでもらえるのだそうです。
　西条地区には 50 数世帯が住んでいます
が、その中から毎回 30 人前後が参加し、

話を聞いたり体を動かしたりしながら、交
流を深めています。
　西条いきいきサロン代表の阪口愼一さん
は、「毎月１回は顔を合わせて、おたがいの
ことを思いやったり心配したりしながら、
これからもいきいきサロンを続けていきた
いです。同じ地域に住んでいても、普段は
誰がどうしているのかわからないことが多
いものです。こうして定期的にサロンを開
くことで、近くに暮らす人
同士が毎月顔を合わせ、お
たがいのことがわかって
いれば、災害などが起こっ
たときにもスムーズに助け
合えるのではないでしょう
か。」と話されました。

定期的な出前講座で
　　　   地区内の交流を深めています
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出前講座
その２ 普通救命講習（消防救急課）

　
６
月
24
日
㈪
、
阿
山
中
学
校
か
ら
の
依
頼
で

消
防
救
急
課
が
普
通
救
命
講
習
（
出
前
講
座
）

を
行
い
、
阿
山
中
学
校
１
年
生
の
69
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
阿
山
中
学
校
で
は
、
命
の
大
切
さ
を
認
識
し

て
ほ
し
い
、
ま
た
、
自
分
の
命
の
尊
さ
を
実
感

し
た
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
心
構
え
を
学
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
初
め
て
の
試
み

と
し
て
こ
の
出
前
講
座
（
普
通
救
命
講
習
）
を

依
頼
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
消
防
救
急
課
の
出
前
講
座
は
、
消
防
士
や
消

防
団
員
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
救
命
法
や
応
急

手
当
の
実
技
を
行
い
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
べ
る
機
会
で
す
。

　

い
つ
か
こ
の
日
の

経
験
が
役
立
つ
日
が

訪
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

▲人形を使った胸骨圧迫（心臓マッ
　サージ）やAEDの実技を行いま
　した。

▲講師を中心に輪になって、異物除
　去法や止血法について学びました。

～出前講座の内
容～

　応急手当の重
要性（座学）

　基本的心肺蘇
生法（実技）

　AEDの使用
法（実技）

　異物除去法

　止血法（直接
圧迫止血法）

▲

講師の東消防署
　阿山分署
　久保安治分署長
「命を助けるには、
みんなの力が必要。
倒れている人を見
つけたら、先生を
呼ぶだけでなく救急車を要請する、
AEDをとりにいく、心臓マッサージ
をするなど、みんなで助け合うことが
大切です。」

呼ぶだけでなく救急車を要請する、

HＵ を体験しませんかＧ
ハ　　　グ

▲総合危機管理室
　　　　　　　 廣瀬　智和

　
　H

ハ グ
UG は 避 難 所 運 営

ゲーム（Ｈ
ひ な ん じ ょ

ｉｎａｎｊｏ  Ｕ
う ん え い

ｎｅｉ 
Ｇ
げ ー む

ａｍｅ）の頭文字をとった
ことばで、英語の「hug」（抱

きしめる）から「避難者をやさしく受け入れる」とい
う意味も込められています。避難所の運営がどのよう
なものかを気軽に体験してもらえるようにと考案され
ました。

　市内には、現在 137 カ所の避難所があります。も
し大規模な災害が起きてすべての避難所を開設すると
なった場合、地域の皆さんが主になって避難所を運営
することになります。災害がおこったとき、どのよう
に動けば良いのかは、説明やマニュアルだけではわか
りにくいものです。

　H
ハ グ
UGではまず、災害が起こって、ある学校の避難

所に地域からさまざまな人が避難してきたことを想定

します。参加者には５，６人のグループを作ってもらい、
避難所を運営する地区の役員としてさまざまな事情を
持った避難者を避難所のどの施設に避難させるかや突然
のトラブルへの対応について、話し合ってもらいます。
（カードに書かれた避難者の名前や年齢、世帯構成など
の情報を使用します。）
　自分ひとりでは思い浮かばないこともグループで考え
たり、ほかのグループの意見を聞くことで思い至ったり
することに意味があります。

　これまで、自治協議会や施設、栄
養士の研修会などで利用があり、「震
災を身近に感じることができた」「想
定外のことが起こったとき、どう対
応するのかを考える良い機会になっ
た」などの感想をいただきました。
　H

ハ グ
UGに興味がある、やってみた

いと思った人は、総合危機管理室ま
でお問い合わせください。

▲H
ハ グ
UGに使用する避難所

　の図面とカード

HUG（ハグ）とは…

いざというとき、避難所を運営するのは皆さん自身です

災害を想定して机上で避難所を運営します

総合危機管理室にお問い合わせください

出前講座

▲ AED（自動体外
　式除細動器）
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出前講座のテーマ一覧表

テーマ 申込条件 対応可能時期 申込期限 申込先・問い合わせ

伊賀市自治基本条例について 10 人以上 50 人未満の集会などであること 随　時 実施日の１カ月前まで
企画課
☎ 22-9620　℻   22-9628
　kikaku@city.iga.lg.jp

伊賀市の財政状況について 市内在住・在勤・在学
でおおむね 10人以上 ４～８月・３月 実施日の 10日前まで

財政課
☎ 22-9608　℻   22-9694
　zaisei@city.iga.lg.jp

住基カードはお持ちです
か？

市内在住でおおむね 10
人以上 11月～２月 実施日の 10日前まで

住民課
☎ 22-9645　℻   22-9643
　juumin@city.iga.lg.jp

生活習慣病の予防や健康増
進および介護予防など／子
育てや食育に関することなど
　　　　　　　（→Ｐ３掲載）

市内在住の５人以上の
グループ

午前８時 30分～
　　午後５時 15分
※原則、平日のみ

実施日の１カ月前まで
健康推進課
☎ 22-9653　℻   22-9666
　kenkousuishin@city.iga.
　lg.jp

伊賀市の都市計画のしくみ出
前説明会～伊賀市の土地利用
制度の見直しにあたって～

住民自治協議会、自治
会などの団体（おおむ
ね 10人以上）

随　時 実施日の１カ月前まで
都市計画課
☎ 43-2315　℻   43-2317
　tokei@city.iga.lg.jp

応急手当講習（→Ｐ４掲載）
市内在住・在勤・在学
のおおむね 10 人以上
30人以下の団体 随　時 実施日の 21日前まで 消防本部消防救急課

☎ 24-9116　℻   24-9111
防火・防災・救急講習 自主防災組織・自治会・

PTAなどの団体

H
は ぐ
UG（避難所運営ゲーム）
　　　　　　（→Ｐ４掲載）

市内で開催
市内在住・在勤・在学
でおおむね 20人以上

随　時 実施日の１カ月前まで
総合危機管理室
☎ 22-9640　℻   24-0444
　kikikanri@city.iga.lg.jp

家庭学習の手引きの活用に
ついて PTAなどの団体 ７月～９月 実施日の１カ月前まで

学校教育課
☎ 47-1283　℻   47-1290
　gakkou@city.iga.lg.jp

生涯学習活動（人権教育・青
少年健全育成活動）・公民
館事業について

市内在住でおおむね５
人以上 随　時 実施日の 14日前まで

生涯学習課
☎ 22-9679　℻   22-9692
　gakushuu@city.iga.lg.jp

伊賀市の文化財案内
～遺跡や文化財一般に関す
る説明会・講座～

おおむね５人以上
事前に文化財室にご相
談ください。（観光旅行
者などが語り部で対応
できる場合を除く。）

５月～２月 実施日の７日前まで
文化財室
☎ 47-1285　℻   47-1290
　bunkazai@city.iga.lg.jp

消費者トラブル対策～悪徳
商法のさまざまな手口の事
例紹介とその対処法～

市内在住・在勤・在学
の５～ 50 人程度のグ
ループ

５月～２月 実施日の１カ月前まで
市民生活課
☎ 22-9638　℻   22-9641
　shimin@city.iga.lg.jp

公民館の役割について
地域の公民館活動に携
わる市民・興味のある
市民グループ

随　時 実施日の 14日前まで
青山公民館
☎ 52-1110　℻   52-1211
　aoyama-cc@city.iga.lg.jp

　講座の内容や申込条件など、詳しくは各担当課（申込先・問い合わせ
欄の部署）へお問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。
※講座の日程・内容などは相談の上、決定します。
※政治活動、宗教活動または営利活動を目的とする集会は対象外です。
《申込方法》　受付票に記入の上、ファックス・Ｅメール・持参のいずれ
かで申し込んでください。

【問い合わせ】　秘書広報課　☎22-9636　℻  22-9617

健康

救命
歴史


